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My Campus Life P7
歯学部 歯学科 4年  島田 裕加
大学院創成科学研究科 理工学専攻 1年  佐々木 渓

魅力ある授業 P9
歯学部 教授 松山 美和

最先端研究探訪 P11
生物資源産業学部 教授 松木 均

研究室へようこそ P13
医学部 教授 漆原 真樹

海外体験記 P15
総合科学部 社会総合科学科 4年 堀 正人

My Life in Tokushima P16
大学院医学研究科 医学専攻 3年 
Tserensonom Munkhtsetseg 
（ツェレンソノム・ムンフツェツェグ）［モンゴル］

先輩に続け P17
鹿児島大学大学院理工学研究科工学専攻 教授
松本 健司

ヘルスケア P18
キャンパスライフ健康支援センター アクセシビリティ支援部門 教授  
住谷さつき

サークル紹介 P19 
サッカー部 / フルバンド部 / ユースホステル部 / ギターアンサンブル部

就職・各種国家試験合格状況 P21

徳大ニュース P23

読者の言葉 / #とくwalk P25

徳島大学基金 / 編集後記

河野  敏隆  様　    呉　 恒 　様　    田中　敏  様　HIROTO  TAMAKI  様　

納田  盛資  様　    濱本 恒男  様　    藤田  貴久 様　三浦  光太郎 様

山口  勝己  様

ご支援いただいた皆さまのご芳名につきましては、
徳島大学公式ウェブサイトでも掲載しております。
徳島大学では、学生の修学や課外活動等が充
実していくよう引き続き学生に寄り添い支援して
まいります。今後も、徳島大学の取組および徳島
大学基金の充実にご理解とご協力を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

〈個人の皆さま 五十音順 〉

　皆さまには、平素から 徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々
なご支援・ご理解を賜り、誠にありがとうございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新しい
時代と社会の課題に応えうる教育・研究の充実を図ってまいります。徳島大学が将来
にわたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を精進していくには、長期的に安定
した財政基盤の強化、基金の充実が不可欠です。 教職員はもとより、卒業生、保護
者の方 を々はじめ、個人、企業、団体などの皆さまにおかれましては、温かいご支援
とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

  TOKUSHIMA University Giving
  Campaign 2023を開催します
   （2023年10月23日から29日まで実施）

  鳥人間プロジェクト
   （大学発クラウドファンディングサイト『Otsucle』にて2022年12月20日から
　 2023年3月3日まで実施）

　本イベントは、国公私立大学・大学生の学生団体活動の支援を目的とした、
大規模なオンラインチャリティーイベントで、本学の学生団体の取り組みを全国に
向けて発信することにより、卒業生や各企業を中心とした支援者による支援金が
分配される仕組みです。昨年度は 1週間のイベント期間において 4,035人の方々
の応援と、2,421,045円のご支援をいただきました。改めてご参加いただきました
皆さまに感謝申し上げます。今年は、蔵本祭（10月21、22日）常三島祭（10
月28､ 29日）を開催する活気あふれる期間に行います。皆さまのオンラインでの
ご参加による応援・メッセージをいただきますと、学生活動の活性化、強化につ
ながりますのでよろしくお願いします。

　徳島大学イノベーションプラザの学生プロジェクト「鳥人間プロジェクト」がク
ラウドファンディングに挑戦しました。創設時からの目標である100mを超えるフラ
イトができる機体製作のための活動資金へのご支援を募り、おかげさまで、39
人の支援者から合計 561,000円のご寄附をいただきました。その後、「第 45
回鳥人間コンテスト2023」への出場が決まり、チーム一丸となり大会に向けて
の準備に取り組んでいます。皆さまからのご寄附により機体製作が進められてお
り、ご支援に心から感謝申し上げます。大会では目標の飛行距離の達成を目
指す学生たちへの応援をよろしくお願いします。

2023年1月から3月までの間に、徳島大学基金にご寄附いただいた皆さまのご芳名を紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

徳島大学基金
寄附者のご紹介ページ

申込方法、税制上の
優遇措置など、詳しく
はこちらから

寄 附 者 の ご 紹 介

徳大広報とくtalk No.192をお読みいただきありがとうございます。
ご意見ご感想は下記にお寄せください。
発行:  徳島大学総務部未来創造課  徳島市新蔵町2-24 
〒770-8501  TEL： 088-656-7646
E-mail: koho@tokushima-u.ac.jp  
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/about/publicity/toku_talk
発行日: 2023年7月 本誌は年4回（4月、7月、10月、1月）発行

【お問合せ先】 徳島大学総務部未来創造課   Tel ： 088-656-9979    E-Mail ： dosokikink@tokushima-u.ac.jp

編 集 後 記 　　                        生物資源産業学部 講師  石丸 善康

　今号の特集「地域連携 地域の魅力」では、地域社会と徳島大学が連携した地域づくりと雇
用の創出、人材育成への取組みについて紹介しています。コロナ禍も落ち着いて「脱コロナ」が

本格化する中、停滞した国内経済を回復させ、持続的な経済成長を生み出すためには、地域の

強みや特色を活かし、地域経済の好循環を創り出すことが重要です。本学は、県内の企業・自

治体・行政等と組織的な連携・協力体制を構築することで、雇用拡大と就職促進に繋がる地域

人材育成事業やリカレント教育、様々な地域資源（人材、技術、自然等）を活用した産業振興な

ど多彩な取組みを展開しています。地域連携の活動を通じて、地域社会の活性化と発展に寄

与していきたいと考えています。徳島は成長の可能性を秘めています。新たなイノベーションやソ

リューション創出の拠点として、徳島大学が果たすべき役割は大きいと感じています。グローバル

な視野を持ち、地域社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指していきます。今後とも、

学生や教職員の教育・研究活動に対して、ご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

 徳大ニュース特別版

徳島大学 INDIGO宣言 P1

 特集

地域連携 地域の魅力  P3
徳 島 大 学 基 金 の 取 組

とくtalk
バックナンバー

徳島大学
ホームページ
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「I NDIGO宣言」

Integrity （誠実さ）

Noble and Novel （高潔さと斬新さ）

Dynamism and Diversity （活力と多様性）

Inclusive （寛容）

Global （世界へ発信）

Open （開かれた徳島大学）

教育
進取の気風の醸成と
未来を切り拓く
人材育成

社会との共創
地域の中核となり、

世界の課題を解決する
社会連携の推進

研究
イノベーションを創出する
プラットフォームの構築

組織運営
魅力と活力ある
経営体としての
大学へ

医療
高度、先進、

全人的医療の提供と
人間愛に溢れた
医療人育成

徳大ニュース特別版 徳島大学 INDIGO宣言
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徳島大学VISIONの骨子
今後は、このINDIGO宣言に基づいた戦略・目標・計画である
「徳島大学VISION」を策定し、大学一丸となって進んでいきます。

徳島大学では、学長のリーダーシップのもと、本学が育成する人物像や目指す方向性を明確にし学内外へ発信するため、
令和5年4月に徳島大学ビジョン「INDIGO（インディゴ）宣言」として策定しました。

※「INDIGO（インディゴ）宣言」は徳島県の伝統的な染物である阿波藍（INDIGO）にちなみます

藍甕で染められた5本の紐の先に、
美しい藍の「旗」があらわれます

さまざまなモノが混じり合う
（共生する）藍甕（あいがめ）
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取
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徳島大学長  
河村 保彦 （かわむら やすひこ） 
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 地域×教育
COC+R事業「とくしま創生人材・企業共創プログラム」

コンソーシアムとくしまオープンフォーラム 
ウェブサイトの開設

バイオイノベーション研究所に
おける地域との取組について

 地域×研究
ポストLEDフォトニクス研究所に
おける地域との取組について

　COC+R事業「とくしま創生人材・企業共創プログラム」は、県内
の高等教育機関や企業、NPO、経済団体、自治体等で組織した「コ
ンソーシアムとくしま」を協議の場とし、それぞれの特色を活かしながら徳

島の将来を担う質の高い学生を育成していく試みです。これからの社会で

のニーズが高い「デザイン・コミュニケーション」「マネジメント」「情報処理・

データサイエンス」といった能力の育成や、入学直後の早い段階から社

会人と交流し、就職という出口を見据えた学びを考える「エクスターンシッ

プ」、企業や自治体の職員をパートナーとして実際の社会の課題に取り組

む「実践型インターンシップ」など、協働によって様々な学びのプログラ

ムが生まれています。

　このたび、徳島県内での就職を視野に入れた学生に向けた学びのプログ

ラム、COC+R事業「とくしま創生人材・企業共創プログラム」を紹介す

　バイオイノベーション研究所（BIRC：Bio- Innovat ion Research 
Center）は、本学が地域や産業界と連携し、生物系新産業や6次産業化にかか
るオープンイノベーションを推進する目的で令和2年7月に設立されました。BIRC
は、先端研究や共同研究成果の社会実装のほか、6次産業化教育や高大接続
にも取り組んでいます。今回は、新野キャンパスで阿南光高校と共に取り組んでい

る活動について紹介します。

絶滅危惧 IA類「イシマササユリ」の保護活動
　農業分野の宮脇克行准教授（専門：遺伝子工学）は、新野キャンパスの開設当

初から阿南光高校と絶滅危惧 IA類「イシマササユリ」の保護活動に取り組んでお
り、令和4年11月には植物培養実習で作製したイシマササユリのバイオ球根を使
用し、同校の生徒11名らとイシマササユリが自生する伊島（阿南市）に出向き、バ
イオロードと呼ばれる保護活動区内の3か所にて、草刈りと畝立てを行い、バイオ
球根を定植する保護活動を行いました。

光研究の魅力を体感する「サイエンスカフェ」の開催
　ポストLEDフォトニクス研究所（pLED:Institute of Post-LED Photonics）
では、徳島県内スーパーサイエンスハイスクール校4校において、「光」の魅力や光
研究の面白さを体感してもらうため、サイエンスカフェ及び出前授業を実施していま

す。昨年度実施したサイエンスカフェの一例では、教員から自身が高校生のときの関

心事や現在に至るきっかけ、研究内容等の紹介を行った後、感想や印象的だったこ

と、光を使って生活を豊かにするアイデア等についてのグループディスカッションを行

いました。他者の意見を聞くことで、自分では気が付かなかった視点・ポイントに気付

き、理解がより深まったように見受けられました。その後はブラックライトを使った身近

な発光材料を観察する実験を全員に実施してもらいました。終了後アンケートでは、

多くの生徒が授業に満足していると回答しており、本学の研究内容や光科学に対

する興味・関心を高めることができました。

　今後も面白さを体感できる活動を継続し、光科学の魅力を発信していきます。

るウェブサイト「コンソーシアムとくしまオープンフォーラム」を開設しました。

　このサイトでは、「エクスターンシップ」「実践型インターンシップ」など

の新しい学びのプログラムの概要や、徳島の特徴的な企業の紹介、徳

島の魅力が学べるレクチャーなど、本プログラムのことを学生だけではなく

保護者の皆様にも知っていただくための動画を用意しています。

　動画はスマートフォンからも気軽に視聴できます。ぜひ一度サイトをのぞ

いてみてください。

人と地域共創センター特任准教授 川崎 修良 （かわさき のぶよし） 

コンソーシアムとくしま
オープンフォーラムホームページ

「コンソーシアムとくしま」が提供する徳島に関連する学び
について、スマートフォンで気軽に動画が視聴可能。

「とくしま創生人材・企業共創プログラム」のコンセプト

学外エクスターンシップの様子 実践型インターンシップ活動の様子学内エクスターンシップ様子

ブラックライトを使った身近な発光材料を観察する実験

培養したイシマササユリのバイオ球根

バイオ球根を定植する様子（伊島） カベヘラにて記念撮影（伊島）

     特集  地域連携地域の魅力地域と共に未来へ歩む 徳島大学の地域連携について
　本学が行う地域連携は、住民、行政、企業など様々な主体との連携を構築し、地域の課題・ニーズを把握しながら、行政
の取組への協力、各種プロジェクトへのアドバイスをはじめとする広範多岐にわたる活動を行っています。
　今回は、地域を担う質の高い人材を育成し、県内企業等の魅力・経営向上と人材定着促進という好循環創出を目指す教育
プログラムを開発するCOC+R事業「とくしま創生人材・企業共創プログラム」、ポストLEDフォトニクス研究所とバイオイノベーショ
ン研究所における地域との取組、地域社会・経済の活性化や産業の振興、雇用の創出に繋がる取組としての「まちしごとファクト
リー」と「とくしまリスキリング講座」、豊かな人生を送るため生涯にわたって学習できる環境づくりとしての「とくしま健康寿命からだ
カレッジ」、地域ニーズに応じた多彩な活動に取り組む「サテライトオフィス」等についてご紹介します。

地域を巻き込み、人材ニーズに応じた育成を目指す

地域産業のイノベーションに貢献し、継承と発展に取り組む
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鳴門市

神山町

吉野川市

阿波市

美馬市

つるぎ町

三好市

東みよし市

三好市

徳島市

阿南市

美波町

牟岐町

那賀町

上勝町

勝浦町

小松島市

海陽町

松茂町上板町
板野町

北島町藍住町

石井町

佐那河内村

徳島大学鳴門キャンパス

徳島大学常三島キャンパス

徳島大学新蔵キャンパス・日亜会館

徳島大学新野キャンパス・
阿南光高校
新野キャンパス（P4）

徳島大学蔵本キャンパス
眉山（P6）

徳島城跡（P6）
藍場浜公園（P6）

伊島（P4）

徳島大学石井キャンパス・バイオイノベーション研究所（P4）  地域×社会貢献
まちしごとファクトリー
　小さな地域での起業は、「まち」との連携を柱に「しごと」を組み立てること

が大切です。「まちしごとファクトリー」は、地域の中でしごとを創り出し、地域

を少しずつ変えていく「まちしごと」の取り組みを応援し、地域の新しい担い

手を創り出す共創事業です。徳島大学・徳島新聞社・徳島県信用保証協

会の主催三者が各自の得意分野を生かし、地域を元気にするビジネスの担

い手育成のためのワークショップなどを開催しています。

サテライトオフィス
　人と地域共創センターでは、那賀町の「徳島大学地域再生塾」、上勝町の

「上勝学舎」、美波町の「徳島大学・美波町地域づくりセンター」、県西部2
市2町（美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町）を対象とする「にしあわ学舎」
及び神山町の「神山学舎」と、計5つのサテライトオフィスを設置しています。
町営住宅に設けられた水質浄化池の利活用を考える「水質浄化池をまちへ

ひらくプロジェクト」（神山町）や防災まちづくりの支援（美波町）など、各地域

の課題に応じた多彩な活動に取り組んでいます。

とくしまリスキリング講座
　平成17年度に開講した「地域産業人材育成講座」は、主として企業人を
対象とした次世代を担う人材育成を目的として企画されたものです。今年で19
年目を迎えるにあたり、令和6年度の徳島大学版ビジネススクール開設に向け
て「とくしまリスキリング講座」に名称変更して内容を刷新し、更なるリカレント教

育及びリスキリングの推進を行います。

　今年度は、主に企業の経営者層を対象とした経済・経営系の講座である「エ

ンゲージメントマネジメント講座」を新設し、従前からあるAIや3D-CADなどのも
のづくり系の講座を含めて、全10講座で開講しております。これからも企業の
多様なニーズに対応できる講座を開設していきます。

とくしま健康寿命からだカレッジ
　令和元年秋から開始した、徳島と連携し、全学協働によるリカレント学習プ

ログラムです。社会的、地域的課題である「健康寿命の延伸」と、それに係る

「地域ボランティア並びに地域リーダーの育成」を目的としています。

　基礎課程では、健康寿命を延ばす基礎資質の向上と、健康寿命パートナー

（健康寿命延伸に係るボランティア活動を行う方）の育成を目指します。

　専門課程では、基礎課程修了者、医療関係の専門職及びそのOB・OG等
を対象として、健康の目的に応じた具体的な健康運動指導、生活支援ができ

るリーダー・指導者（とくしま健康寿命マスター）の養成を目指します。

令和4年度第1回まちしごと実践塾の様子

健康寿命キャラバン（とく
しま健康寿命マスターに
よる普及活動）

受講生代表による宣誓

避難所開設・運営訓練の様子

ベンチマーク視察（講演会付き企業訪問）の様子

とくしまリスキリング講座表紙講義風景

水質浄化池をまちへひらくプロジェクトの様子

徳大生に聞く！ 徳島の魅力
 学生広報スタッフによる徳大生へのインタビュー。 
今回は徳島にまつわるアレコレを聞きました。

徳島県MAP
※特集に出てきた場所を示しています。

県外出身の友達を
連れていくならどこ？
　祖谷です。かずら橋やフォレストアドベン
チャーなど、自然に触れながら遊べる施設がた
くさんあります。また、日本三大秘境の一つで
すし、都会に住んでいる友達を連れて行って、
珍しい体験をして欲しいです。

徳島の好きなところ
　自然が豊かなところです。徳島県は川が多
くあるところも魅力のひとつですが、山も負け
ていません! 眉山の山頂からは徳島を一望す
ることができ、夜になると街の灯りによって絶
景になります。

生物資源産業学部 生物資源産業学科 4年
塩﨑 希々花 （しおざき ののか）  出身地 ： 三重県

総合科学部 社会総合科学科 1年
村上 湊斗 （むらかみ みなと）  出身地 ： 徳島県阿南市

生物資源産業学部 生物資源産業学科 1年 
矢田 有紀恵 （やだ ゆきえ） 出身地 ： 三重県

生物資源産業学部 生物資源産業学科 2年
西田 大連 （にしだ だいれん） 出身地 ： 兵庫県

徳島のオススメスポット
　夜の藍場浜公園ですね。比較的静かな
場所で、小さいイルミネーションもあります。星
空がとても綺麗で、気分が沈んだ時はこの
場所に行って、星空を見ながら物思いに耽る
ことができます。

徳島のオススメスポット
　徳島城跡の住吉島川近くにあるベンチで
す！ 夜に行くのがおすすめです。ぼんやりした
ライト、やわらかい風、川の流れる音…徳島
の自然を肌で感じながら、しんみりした夜を楽
しめるエモい場所だと思います!

インタビュアー　
総合科学部 
社会総合科学科 4年
学生広報スタッフ 

戎 七海 
（えびす ななみ）

学生広報スタッフとは・・・

学生目線で徳島大学
に関する様々な発信を
してくれる徳大生の皆
さん。今年度は留学生
を含む5名で活動中!

地域課題の解決と、豊かな地域社会の創造を推進する

祖谷のかずら橋（P6）

にしあわ学舎（P5）

神山学舎（P5）

徳島大学地域再生塾（P5）

上勝学舎（P5）

まちしごとファクトリー
ホームページ

人と地域共創センター
ホームページ

徳島大学・美波町地域づくりセンター（P5）



8 7

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。My Campus Life

　

入
学
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ち
ょ
う
ど

コ
ロ
ナ
禍
。
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ば
か

り
で
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
入
部
す
る
も

最
初
の
1
、
2
年
は
ほ
ぼ
活
動
も
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
島
田
さ
ん
。
初
め
て

の
一
人
暮
ら
し
の
不
安
や
寂
し
さ
か

ら
、
時
々
兵
庫
県
の
実
家
へ
帰
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
だ
と
か
。

　

3
年
生
に
な
っ
て
も
感
染
状
況
に
応

じ
て
部
活
が
休
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
3
月
、
岡
山
で
行
わ

れ
た
「
マ
ス
カ
ッ
ト
杯
」
で
は
、
男
子

優
勝
、
女
子
準
優
勝
に
輝
き
、
総
合
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
！
「
阪
大
、広
大
、

岡
大
、
徳
大
の
4
大
学
が
参
加
し
た
大

会
で
、や
っ
と
公
式
に
記
録
が
残
せ
て
、

こ
の
部
活
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
実
感

大
学
院
生
に
な
っ
て
か
ら
も
研
究
と

サ
ー
ク
ル
活
動
の
両
方
に
力
を
入
れ
て

い
る
佐
々
木
さ
ん
。
サ
ー
ク
ル
は
「
軽

音
サ
ー
ク
ル
F

・V

・T

・」
に
所
属
し
、

ベ
ー
ス
を
弾
い
て
い
ま
す
。

ベ
ー
ス
を
始
め
た
の
は
大
学
生
に

な
っ
て
か
ら
。
小
学
生
時
代
は
野
球
、

中
高
は
テ
ニ
ス
と
運
動
部
で
し
た
が
、

高
校
生
の
時
にYouTube

で
「
ギ

タ
ー
弾
い
て
み
た
」
な
ど
の
「
弾
い
て

み
た
動
画
」
を
見
て
「
大
学
生
に
な
っ

た
ら
趣
味
で
い
い
の
で
、
ギ
タ
ー
を
弾

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
ま
し
た
」。

　

現
在
、
女
子
部
員
は
6
人
で
す
が
、

こ
の
夏
5
年
生
4
人
が
引
退
。
島
田
さ

ん
は
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
る
の
で
す
が
、

全
国
の
歯
学
部
の
学
生
が
参
加
す
る

「
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育
大
会
（
通

称
デ
ン
タ
ル
）」
も
控
え
て
い
て
、
部
員

募
集
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

デ
ン
タ
ル
は
毎
年
夏
に
行
わ
れ
て
い

る
大
会
で
、
こ
こ
数
年
は
開
催
さ
れ
て

お
ら
ず
、
昨
年
度
は
開
催
1
週
間
前
に

中
止
に
。「
徳
大
の
歯
学
部
は
1
学
年

40
人
と
少
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
全
国

大
会
へ
の
参
加
は
他
大
学
の
学
生
と
仲

良
く
な
れ
る
機
会
」
と
期
待
す
る
島
田

さ
ん
。
定
期
的
に
広
島
大
学
や
大
阪
歯

科
大
学
と
は
交
流
戦
が
あ
り
、
他
大
学

「
軽
音
に
入
っ
た
の
は
、
入
学
当
初

に
知
り
合
っ
た
友
人
が
『
軽
音
サ
ー
ク

ル
の
新
歓
ラ
イ
ブ
を
見
に
行
こ
う
』
と

誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
僕

は
米
津
玄
師
やR

A
D

W
IM

PS

な
ど

邦
楽
を
や
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
洋

楽
を
や
る
人
も
い
れ
ば
、
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
し
て
い
な
い
バ
ン
ド
の
曲
を
や

る
人
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
好
み
が
分

か
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
人
が
演
奏
し

て
い
る
の
を
聴
い
て『
カ
ッ
コ
い
い
な
』

と
初
め
て
知
る
曲
も
多
く
、
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
た
こ
と
で
音
楽
の
幅
が
広
が
り

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

と
の
交
流
が
あ
る
の
も
こ
の
部
活
の
魅

力
と
い
い
ま
す
。
ま
た
学
内
の
他
学
部

と
の
練
習
試
合
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
初
心
者
も
大
歓
迎
な
の
で
、興
味
を

も
っ
た
人
は
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
！
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」。

一
方
、
研
究
は
電
子
電
気
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ス
知
能
電
子
回
路
講
座
で
四
柳
浩

之
先
生
の
も
と
、
偽
造
I

C
の
検
出

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
四

柳
先
生
の
研
究
室
で
は
回
路
の
故
障
や

断
線
を
簡
単
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
「
検
査
の
容
易
化
」
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
佐
々
木
さ
ん
は
学
部
生
の
頃
か

ら
偽
造
I

C
の
検
出
に
携
わ
り
、
将

来
は
電
子
回
路
系
の
部
品
製
作
に
関
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今
年
度
は
研
究
を
継
続
し
な
が
ら
、

企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
参

加
す
る
予
定
で
す
。

マスカット杯で総合優勝
初心者歓迎!
硬式テニス部、部員大募集!

ライブは多彩な楽曲を共有できる場
仲間の選曲に刺激を受け、
音楽の幅も広がる

3月のマスカット杯で総合優勝したとき。部活は木曜（18：00～21：00）、日曜（9：00～
12：00）の週2回。試合前は土曜（9：00～16：00）の1日練も加わります。木曜は蔵本公園、
日曜は学内のテニスコート（医コート）で練習しているので、入部希望者は見学してみて。

研究室ではパソコンでシミュレーションをしている時間が長く、
卒論時期はデータが揃わず、煮詰まったこともあったそう。そ
んなときは「同期のメンバーと食事に行ったりしてリフレッシュ
しています」という佐々木さん。もともと電子回路系に興味が
あり、その知識を深めたいと思い、大学院へ進みました。

先輩、後輩の仲も良く、USJに行ったことも。「授業について教えてもらうことがあ
り、身近に頼れる先輩がいるのは、すごくいい環境。今はバイトに、部活にと忙しく、
結構いっぱいいっぱいなんですけど、学生の時しかできないことを今のうちにやって
おくべきだなと。一生のうちに一度しかない大学生活を楽しみたいです」と充実した
毎日を過ごしていると話してくれました。

「軽音サークルF.V.T.」のF.V.T.は「Folk Song 
Village Tokushima」の頭文字をとったもの。活
動は火曜と土曜。新歓、学祭、五月祭では教室にス
テージを設けてライブを行っています。見学歓迎！
バンドメンバーは固定ではなく、曲に応じて編成。体
育館2階にある音楽ホールでのライブ練習をメイン
に活動しています。

友達と淡路島に行った時のおしゃれなカ
フェ。「淡路島は観光スポットがたくさんあ
り、徳島から車ですぐに行けるのでおすす
めです！」

実家で飼っているペットたち。「この子達に会
えるのを楽しみに徳島でがんばってます」。

部活 ： 硬式テニス部
アルバイト ： 飲食店
趣味 ： 動物と遊ぶこと

部活 ： 軽音サークルF.V.T.
アルバイト ： 塾講師
趣味 ： スポーツ（テニスなど）、ゲーム

My Life SituationMy Life Situation 蔵本キャンパス  
歯学部 歯学科 4年
島田 裕加 （しまだ ひろか）

常三島キャンパス  
大学院創成科学研究科 理工学専攻 1年　

佐々木 渓 （ささき けい）

Instagram  tud_.2023Instagram  fvt_tokushima Twitter  @tud_tennisTwitter  @FVTFVTFVT

硬式テニス部 SNS軽音サークル F.V.T. SNS
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
導
入
は

提
携
校
へ
の
海
外
視
察
が
き
っ
か
け

歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
は
、
学
生
が

自
ら
考
え
、
よ
り
深
く
学
べ
る
よ
う
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

を
導
入
し
た
授
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。

口
腔
保
健
学
科
3
年
生
を
対
象
と
し
た

「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。

「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
」
は
全
部
で
30
時
間
あ
り
、
そ
の
半

分
に
あ
た
る
16
時
間
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
山
先
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
授
業
を
取
り
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
提
携
校
ム

ハ
マ
デ
ィ
ア
大
学
へ
、
歯
学
部
2
学
科

の
学
生
と
共
に
海
外
研
修
に
行
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
現
地
で
も

こ
の
授
業
と
同
じ
、
摂
食
嚥
下
に
つ
い

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
グ
ル
ー
プ
に
1
人
〜
2
人
ず

つ
、
本
学
の
学
生
も
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
お
互
い
に
意
見
交

換
し
な
が
ら
学
ぶ
姿
が
印
象
的
で
、
ぜ

ひ
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
松
山
先
生
。

し
か
し
通
常
の
授
業
は
１
単
位
15
時

間
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
に
は
時

間
が
足
り
な
い
た
め
、
2
単
位
30
時
間

あ
る
科
目
で
始
め
よ
う
と
、「
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
」
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
。
平
成
27
年

3
月
に
海
外
研
修
へ
行
き
、
そ
の
年
か

ら
導
入
し
、
現
在
ま
で
8
年
間
続
い
て

い
ま
す
。

相
手
に
伝
わ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
心
掛
け

早
い
段
階
か
ら
訓
練
を
重
ね
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
摂
食
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
」
で
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
摂
食
嚥
下
機
能
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
障
害
の
病
態
と
原
因
、
評
価
法
と

検
査
、
摂
食
機
能
療
法
の
具
体
的
訓
練

の
大
き
く
4
つ
に
分
け
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
テ
ー
マ
と
し
た
4
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

1
テ
ー
マ
は
4
時
間
。
最
初
の
3
時

間
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
（
発
表
資
料
）
作
り
、
最
後
の
1

時
間
で
発
表
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
4
人
1
班
、
4
班
に
分
か
れ
て
行

い
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
は
初
め
提
出
用
の
シ
ー

ト
に
手
書
き
で
ま
と
め
る
形
式
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
、Team

s

を
使
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
主

流
に
な
り
ま
し
た
。
対
面
で
の
授
業
が

再
開
さ
れ
た
今
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

資
料
作
成
を
目
指
し
、
動
画
を
活
用
す

る
な
ど
、
資
料
作
り
の
幅
も
広
が
り
ま

し
た
。

導
入
を
決
め
た
当
初
は
「
3
時
間
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＋
1
時
間
の
発
表

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
大
丈
夫
か

な
？
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
た
松
山
先

生
で
す
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ま
と

め
る
ス
ピ
ー
ド
も
早
く
な
り
、
要
点
を

掴
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
ま
で
に
成
長

す
る
学
生
の
姿
に
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
と
い
い
ま
す
。

「
3
年
生
の
後
期
か
ら
4
年
生
に
か

け
て
は
卒
業
研
究
を
行
い
研
究
発
表
も

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
学
習
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
レ
ゼ

ン
資
料
の
作
り
方
や
発
表
の
仕
方
に
つ

い
て
も
、
早
い
段
階
か
ら
意
識
し
て
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
発
表

の
際
の
声
の
出
し
方
、
目
線
の
方
向
な

ど
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
見
せ
方
も
「
内
容

を
簡
潔
に
ま
と
め
て
箇
条
書
き
に
す

る
」、「
大
事
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
入
れ
る
」、「
図
表
に
ま
と
め

る
」
な
ど
、
教
員
側
か
ら
指
摘
す
る
だ

け
で
な
く
、
発
表
後
は
学
生
か
ら
の
意

見
も
聞
き
、
お
互
い
に
評
価
し
合
い
な

が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
て

い
ま
す
。

「
復
習
ド
リ
ル
」で
知
識
を

定
着
さ
せ
、国
家
試
験
に
備
え
る

授
業
の
最
後
、
学
生
た
ち
に
「
復
習

ド
リ
ル
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

「
復
習
ド
リ
ル
」
は
歯
科
衛
生
士
の

国
家
試
験
の
過
去
問
を
も
と
に
作
ら
れ

た
も
の
。
摂
食
嚥
下
に
関
す
る
問
題
は

例
年
8
〜
10
問
く
ら
い
出
題
さ
れ
る
た

め
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
内
容
や
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

終
わ
っ
た
後
、
総
括
と
し
て
補
足
情
報

も
伝
え
、
国
家
試
験
の
問
題
に
あ
た
る

こ
と
で
、
知
識
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

「「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
」
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
約

3
0
0
ペ
ー
ジ
。
高
齢
者
や
障
害
者

の
口
腔
保
健
学
な
ど
他
の
授
業
と
関
連

す
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
こ
の
機
会

に
し
っ
か
り
学
修
し
て
欲
し
い
。

学
生
の
み
な
さ
ん
は
卒
業
後
も
様
々

な
と
こ
ろ
で
発
表
の
機
会
が
あ
る
と
思

い
ま
す
し
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
臨
床

の
現
場
で
積
極
的
に
診
療
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
た
め
に
も
、

知
識
を
深
め
、
プ
レ
ゼ
ン
技
術
を
磨
く

た
め
に
こ
の
授
業
が
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」。

 ワークショップでプレゼン技術も磨き
 国家試験合格にも備える
「摂食嚥下リハビリテーション学」

歯学部 教授  松山 美和 （まつやま みわ）

ワークショップの課題テーマは4つ。
1. 摂食嚥下機能のメカニズムを理解し、
    説明する。
2. 摂食嚥下障害の病態と原因を理解
    し、説明する。
3. 摂食嚥下機能評価の各種検査法を
    理解し、説明する。
4. 摂食機能療法の間接訓練と直接訓
    練を理解し、説明する。
プロダクト作成中の様子。限られた時間
で資料を作り、発表を行わないといけな
いため、各自スマホも活用しながら分担し
て調べます。松山先生は各班を回り、質
問に答えながら「ネットでは様々な情報が
気軽に手に入るけれど、プロダクトを作る
際の情報源として信頼性の高い学会の
ホームページを意識して」とアドバイス。過
去のプロダクトを見せていただくと、イラス
トも秀逸でテーマに沿って丁寧にまとめら
れていました。原本は松山先生が保管し、
それぞれの班の資料はコピーして全員に
配布されます。

ワークショップの前の最初の
2時間は導入として、2人1組
でお互いの食べる様子を観察
するところから始まるそう。食べ
る機能がどうなっているかを考
え、資料などを参考に今後どう
いう点を注視すればいいか、ど
ういったアプローチができるか
を考えます。机の上に置かれた
資料には付箋がビッシリ!
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最
先
端
研
究
探
訪
﹇
取
材
﹈

環
境
適
応
の
鍵
で
あ
る
脂
質
に
着
目

深
海
や
高
山
、
塩
湖
や
温
泉
な
ど

様
々
な
環
境
下
に
生
物
が
生
息
す
る
謎

を
、
系
統
的
な
脂
質
研
究
に
よ
っ
て
解

明
し
よ
う
と
取
り
組
む
松
木
先
生
。

「
人
間
の
体
内
に
は
約
37
兆
個
の
細

胞
が
あ
り
、
高
山
へ
行
け
ば
低
圧
、
低

酸
素
、
深
海
で
は
高
圧
、
低
温
と
い
っ

た
よ
う
に
、
細
胞
す
べ
て
が
環
境
変
化

の
影
響
を
受
け
ま
す
。

細
胞
を
構
成
す
る
4
大
生
体
分
子

（
核
酸
、
蛋
白
質
、
糖
質
、
脂
質
）
そ
れ

ぞ
れ
に
熱
を
加
え
る
と
、
核
酸
は
壊

れ
、
蛋
白
質
や
糖
質
は
固
ま
り
、
脂
質

は
固
ま
っ
て
い
る
も
の
は
溶
け
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
中
で
ど
れ
が
一
番
、
環

境
に
適
応
し
や
す
い
分
子
な
の
か
、
実

は
我
々
が
生
活
に
利
用
し
て
い
る
0
〜

1
0
0
℃
く
ら
い
の
温
度
の
範
囲
で
は

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
圧
力
を
か
け
る
と
、
キ
レ
イ

に
相
関
が
見
え
て
き
ま
す
。
核
酸
は

1
万
気
圧
で
も
ほ
と
ん
ど
壊
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
対
し
、
蛋
白
質
は
5
千
気

圧
、
糖
質
は
大
体
3
千
気
圧
で
変
化
が

起
こ
り
ま
す
が
、
脂
質
は
１
千
気
圧
以

下
の
低
い
圧
力
で
も
変
化
し
ま
す
。

ま
た
生
体
分
子
の
構
成
単
位
数
に
着

目
す
る
と
、
脂
質
は
核
酸
（
5
種
類
）

松
木
先
生
は
膨
大
な
種
類
の
脂
質
を

研
究
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
基
準
と
な

る
脂
質
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
対
象
と
な
る
標
準
的
な
脂
質
の
選

定
を
試
み
ま
す
。

「
生
体
内
の
脂
質
の
疎
水
鎖
の
長
さ

は
14
〜
20
く
ら
い
が
90
%
。
そ
の
中

や
蛋
白
質
（
20
種
類
）
な
ど
に
比
べ
る

と
か
な
り
の
数
が
あ
っ
て
、
人
の
体
内

だ
と
赤
血
球
で
6
0
0
、
体
の
中
で

3
千
、
い
ろ
い
ろ
細
か
い
も
の
を
合
わ

せ
る
と
2
万
く
ら
い
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
脂
質
多
様
性
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
脂
質
は
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
っ
て
、
少
し
の
温
度
差
や
気

圧
の
変
化
に
応
じ
て
最
も
早
く
変
容
す

る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
性
質

こ
そ
が
生
物
の
環
境
適
応
性
を
解
く
鍵

と
考
え
、
脂
質
に
着
目
し
た
研
究
を
始

め
ま
し
た
」。

生
体
膜
脂
質
は
個
々
の
個
性
を

発
揮
し
て
機
能
す
る

脂
質
は
疎
水
性
相
互
作
用
と
い
う
弱

い
結
合
で
集
ま
っ
た
集
合
体
で
す
。
こ

の
特
性
に
よ
り
、
細
胞
膜
な
ど
の
膜
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

細
胞
膜
は
分
子
が
互
い
違
い
に
向
か

い
合
っ
て
、
2
次
元
の
絨
毯
の
よ
う
に

平
面
上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

脂
質
二
重
膜
と
い
い
、
脂
質
の
種
類
は

際
限
な
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
能
に
合

わ
せ
て
構
造
化
し
て
い
ま
す
。

脂
質
の
中
で
も
膜
を
作
っ
て
い
る
の

は
、
リ
ン
脂
質
と
い
う
脂
質
で
、
リ
ン

で
16
と
18
が
4
〜
5
割
く
ら
い
な
の

で
、
疎
水
鎖
16
の
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
、
極

性
頭
部
は
真
核
生
物
に
お
い
て
は
コ

リ
ン
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
事
実
か

ら
、
ジ
パ
ル
ミ
ト
イ
ル
ホ
ス
フ
ァ
チ
ジ

ル
コ
リ
ン
（
以
下
D
P
P
C
）
を
基
準

脂
質
と
し
た
研
究
の
成
果
を
、
先
代
の

脂
質
は
疎
水
基
と
親
水
基
の
両
方
を
持

ち
、
頭
（
極
性
頭
部
）
に
疎
水
鎖
と
い

う
足
が
2
本
つ
い
て
い
る
よ
う
な
構
造

を
し
て
い
ま
す
。
足
が
2
本
あ
る
こ

と
で
二
重
膜
小
胞
と
い
う
ド
ー
ナ
ツ

状
の
輪
を
作
り
、
内
側
が
水
、
外
側

が
水
と
い
う
膜
の
構
造
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
二
重
膜
構
造

体
は
人
工
的
に
作
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
が

環
境
に
ど
の
よ
う
に
応
答

す
る
の
か
実
験
に
よ
り
調

べ
れ
ば
、
脂
質
の
環
境
適

応
性
を
評
価
で
き
ま
す
。

脂
質
は
数
℃
く
ら
い
の

狭
い
温
度
変
化
で
、
あ
る

状
態
か
ら
あ
る
状
態
へ
と

一
気
に
変
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に
5
0
0
気
圧
、

千
気
圧
と
圧
力
を
か
け
て

金
品
昌
志
教
授
と
共
に
1
9
9
2
年

に
『
D
P
P
C
二
重
膜
の
膜
状
態
の

報
告
』
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
同
じ
内
容

の
研
究
が
1
9
8
6
年
に
既
に
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
10
年
以
上
を
費
や
し
、
よ

り
精
密
な
実
験
を
重
ね
、
2
0
0
5

年
に
『
D
P
P
C
二
重
膜
の
全
膜
状

態
の
規
定
』
を
発
表
し
、
研
究
の
根
幹

と
な
っ
た
脂
質
の
膜
状
態
を
完
全
決
定

し
、
当
時
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
」。

い
く
と
、
互
い
違
い
に
向
き
合
っ
た
状

態
で
形
成
さ
れ
て
い
た
膜
が
入
れ
子
構

造
の
よ
う
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

温
度
と
圧
力
の
双
方
で
測
定
し
た
状

態
変
化
の
デ
ー
タ
を
、
あ
る
脂
質
膜
が

取
り
う
る
状
態（
す
な
わ
ち
環
境
適
応
性
）

と
し
て
図
に
し
た
も
の
が
図
1
で
す
。

新
た
な
テ
ー
マ
は
配
列
変
異
を

導
入
し
た
非
天
然
脂
質

基
準
脂
質
を
D
P
P
C
と
決
め
た

こ
と
で
、
研
究
は
加
速
度
的
に
動
き
出

し
ま
す
。
脂
質
分
子
の
官
能
基
部
分（
モ

ジ
ュ
ー
ル
）
で
あ
る
疎
水
鎖
の
長
さ
を
短

く
す
る
、
長
く
す
る
、
疎
水
鎖
の
結
合

様
式
を
変
え
る
、
極
性
頭
部
を
大
き

く
す
る
、
小
さ
く
す
る
な
ど
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
構
造
を
様
々
に
組
み
替
え
た
パ
タ
ー

ン
で
圧
力
や
温
度
を
変
え
て
デ
ー
タ
を

収
集
。
膨
大
な
研
究
デ
ー
タ
を
集
積
し
、

状
態
図
に
し
て
比
較
す
る
こ
と
で
、
ど

れ
が
ど
う
い
っ
た
環
境
変
化
に
適
応
す

る
の
か
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
は
、

2
0
1
9
年
度
日
本
熱
測
定
学
会 

学

会
賞
（
リ
ン
脂
質
二
重
膜
相
転
移
の
熱
力

学
的
研
究
）、
2
0
2
0
年
度
日
本
高

圧
力
学
会 

学
会
賞
（
高
圧
力
下
に
お
け

る
リ
ン
脂
質
二
重
膜
相
転
移
の
研
究
）
の

受
賞
に
繋
が
り
、
昨
年
度
は
徳
島
県

科
学
技
術
大
賞
（
生
体
膜
脂
質
が
形
成

す
る
二
重
膜
の
膜
状
態
に
関
す
る
研
究
成

果
）
も
受
賞
し
ま
し
た
。

数
多
く
の
卒
業
生
・
修
了
生
の
こ
れ

ま
で
の
貢
献
に
感
謝
し
な
が
ら
受
賞
を

喜
び
つ
つ
、
今
は
新
た
な
研
究
に
取
り

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
松
木
先
生
。

「
脂
質
分
子
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
の

配
列
様
式
は
、
微
生
物
か
ら
人
間
に
至

る
ま
で
、
全
部
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
一

体
ど
う
し
て
な
の
か
？

こ
れ
ま
で
我
々
は
天
然
脂
質
の
範
囲

で
、
足
の
長
さ
を
変
え
た
り
、
頭
を
大

き
く
し
た
り
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
順
序
を
変

え
た
り
、
天
然
に
は
な
い
結
合
様
式

に
し
て
み
た
り
、
疎
水
基
を
な
く
し
た

り･･･

そ
う
な
っ
た
時
に
膜
の
状
態
が

ど
う
変
わ
る
か
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

『
な
ぜ
、
脂
質
は
こ
の
よ
う
な
構
造
を

と
る
の
か
』
と
い
う
答
え
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」。

モ
ジ
ュ
ー
ル
配
列
変
異
を
導
入
し
た
非

天
然
脂
質
の
環
境
依
存
性
に
つ
い
て
研

究
す
る
こ
と
で
、
思
い
も
寄
ら
な
い
他
の

用
途
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生物の環境適応性を
脂質多様性から紐解き、
配列変異を導入した非天然脂質の
研究に発展 生物資源産業学部 教授  松木 均 （まつき ひとし）

実はこの研究室が『とくtalk』に登場するのは2007年冬号以来、16年ぶり。その時は先代の金品昌志先生の「高圧力の下で、生物がどのよう
な影響を受けているか」という研究が紹介されました。松木先生は「当時から高圧力研究を行っていて、そのおかげでオリジナリティの高い研究が
できます。その強みを生かし、継続してきた脂質研究を高圧力学会で認めていただいたことは、特に嬉しかったです」と振り返ります。

「膜を作るリン脂質にも種類がたくさんあり、
個々の脂質はいろいろな役割と機能を果た
しています。それぞれ脂質の個性を見出すこ
とを目的にこれまで研究してきました」という
松木先生。

図1  脂質が温度と圧力に依存して示す状態を示した膜状態図。
基準脂質であるDPPCの状態図を規定できたことで研究が一気
に発展し、生体膜脂質の環境適応性に関する多くの情報を得るこ
とができました。

図2　脂質分子のモ
ジュール構造に配列
変異を導入した非天
然脂質の一例：リン酸
と極性基の配列順序
を入れ替えた極性頭
部転置型脂質。生物
の環境適応性に脂質
多様性がどう関係して
いるのか、その解明に
新たな視点からチャレ
ンジしていきます。
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研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
﹇
取
材
﹈

◎ナビゲーター

ス
か
ら
C
T
C
F
を
取
り
除
い
た
細

胞
を
シ
ャ
ー
レ
に
と
り
、
特
定
の
条
件

下
で
培
養
し
、
遺
伝
子
の
発
現
の
変
化

も
チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
変
化
が
ど
の
よ
う

に
腎
炎
と
関
わ
っ
て
い
る
の
か
評
価

し
、
解
析
し
て
い
き
ま
す
。

細
胞
レ
ベ
ル
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
調

査
し
、研
究
を
続
け
る
藤
岡
さ
ん
は「
生

腎
臓
病
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む

マ
ウ
ス
を
使
っ
た
新
し
い
研
究

小
児
科
は
腎
臓
、
血
液
腫
瘍
、
神

経
、
内
分
泌
代
謝
、
新
生
児
、
ア
レ
ル

ギ
ー
と
い
っ
た
診
療
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
い
て
、
漆
原
先
生
が
専
門
と
す
る

腎
臓
病
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
藤
岡

さ
ん
。

漆
原
先
生
は
腎
臓
病
の
中
で
も
レ

ニ
ン
・
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
（
以
下

R
A
系
）
と
い
う
生
体
シ
ス
テ
ム
が
、

い
か
に
腎
臓
病
に
関
連
し
て
い
る
か
を

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

R
A
系
は
体
液
量
や
血
圧
な
ど
を

調
節
す
る
制
御
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
異

常
に
活
性
化
す
る
こ
と
で
病
態
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
。
R
A
系

は
全
身
の
臓
器
を
介
し
て
制
御
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

最
近
の
研
究
で
腎
臓
の
中
だ
け
で
も
機

能
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
藤
岡
さ
ん
は

慢
性
腎
炎
の
病
態
解
明
に
繋
げ
よ
う

と
、
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
研
究
を
手
が
け

て
い
ま
す
。

「
腎
臓
の
細
胞
の
ひ
と
つ
に
糸
球
体

と
い
う
、
血
液
か
ら
尿
を
漉
し
出
す
部

品
の
よ
う
な
、
毛
細
血
管
の
周
囲
を
足

細
胞
が
包
み
糸
玉
状
に
な
っ
た
も
の
が

き
物
相
手
な
の
で
、
思
っ
た
以
上
に
大

変
」
と
動
物
実
験
な
ら
で
は
の
苦
労
を

語
り
ま
す
。

「
あ
る
週
数
ま
で
育
て
て
比
較
し
た

い
と
思
っ
て
も
、
実
験
用
の
マ
ウ
ス
が

途
中
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
実
験
の

た
め
、
継
代
さ
せ
て
繁
殖
さ
せ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
思
う
よ

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
あ
る
遺
伝
子
を

無
く
す
と
、
腎
炎
を
発
症
す
る
腎
炎
モ

デ
ル
マ
ウ
ス
が
で
き
ま
す
。
そ
の
マ
ウ

ス
を
使
っ
て
腎
炎
が
発
症
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
調
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
遺
伝
子

が
ど
の
よ
う
に
慢
性
腎
炎
に
関
わ
っ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
新
た
な
治
療

法
の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
」。

細
胞
レ
ベ
ル
、遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の

調
査
研
究
を
根
気
強
く

あ
る
遺
伝
子
と
は
C
T
C
F
と
い

う
も
の
。
C
T
C
F
は
細
胞
の
中
の

遺
伝
子
の
発
現
を
調
整
す
る
役
割
が
あ

り
、
糸
球
体
の
中
か
ら
C
T
C
F
を

取
り
除
く
と
そ
の
役
割
を
失
わ
れ
、
腎

炎
を
発
症
し
ま
す
。

C
T
C
F
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

研
究
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
遺
伝
子
の

発
現
を
調
整
す
る
役
割
が
あ
る
こ
と
だ

け
は
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
腎
臓
の

中
で
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
で
ど
の
よ
う
に

遺
伝
子
を
制
御
し
て
い
る
か
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

C
T
C
F
を
取
り
除
い
た
こ
と
で
生

じ
る
違
い
を
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

（
C
T
C
F
を
取
り
除
い
た
マ
ウ
ス
）
と
正

う
に
い
か
な
か
っ
た
り･･･

。
マ
ウ
ス

を
管
理
す
る
だ
け
で
も
、
と
に
か
く
時

間
と
根
気
が
必
要
で
す
」。

院
生
の
限
ら
れ
た
時
間
内
で

次
へ
と
繋
が
る
糸
口
を
見
つ
け
た
い

こ
の
研
究
は
学
内
の
基
礎
系
の
研
究

常
な
マ
ウ
ス
と
を
比
較
し
な
が
ら
確
認

し
ま
す
。

実
験
で
は
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の

腎
臓
を
取
り
出
し
、
顕
微
鏡
で
構
造
の

変
化
を
観
察
し
た
り
、
腎
炎
と
関
係
の

あ
る
R
A
系
の
蛋
白
質
だ
け
を
染
色

で
き
る
免
疫
染
色
な
ど
の
手
法
で
調
査

す
る
と
と
も
に
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ

室
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て

い
な
い
遺
伝
子
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
す
る

こ
と
で
、
病
態
を
発
症
す
る
マ
ウ
ス
が

出
現
し
な
い
か
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、

C
T
C
F
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
マ
ウ

ス
が
高
確
率
で
腎
炎
を
発
症
す
る
こ

と
が
わ
か
り
、「
腎
臓
を
専
門
に
研
究

し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
漆
原
先
生
の
研

究
室
で
解
析
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

い
う
依
頼
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
や
っ
て
み
な
い
と
結
果
が
分
か

ら
な
い
研
究
も
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、

C
T
C
F
を
取
り
除
く
と
腎
炎
が
起

こ
る
と
い
う
結
果
は
明
ら
か
。
ゴ
ー
ル

ま
で
の
道
の
り
は
険
し
い
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
何
か
し
ら
の
原
因
が
そ
こ
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
だ

け
で
も
、
気
持
ち
的
に
は
楽
で
す
。

C
T
C
F
遺
伝
子
が
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
そ
の
す
べ
て
を
解
明
す
る

の
は
大
学
院
生
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
は
不
可
能
で
す
が
、
腎
炎
と
の
関
わ

り
を
掴
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を

糸
口
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
の
途
中
経
過
は
日
本
小
児

腎
臓
病
学
会
学
術
集
会
（
6
月
末
開
催
）

で
発
表
し
、
今
後
は
C
T
C
F
遺
伝

子
が
R
A
系
の
過
剰
発
現
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
詳
細
に
突
き

詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

腎臓病グループの
研究をベースに
CTCF遺伝子と腎炎発症の
関わりを探求 医学部 教授  

漆原 真樹 （うるしはら まき）研究室

大学院医学研究科 医学専攻 4年  藤岡 啓介 （ふじおか けいすけ）

藤岡さんが研究しているノックアウトマウス
の腎臓写真。腎臓に炎症が起きているこ
とを示しています。

漆原先生が行っているRA系の研究資料。腎臓
から放出されたレニンがアンジオテンシノーゲンと
いう大きなタンパク質を切断し、アンジオテンシン
Ⅰにし、アンジオテンシン変換酵素により生理活
性をもつアンジオテンシンIIに。アンジオテンシン
IIは全身の臓器に作用することで血圧を上げた
り、下げたり、血流量を増やしたりしています。ア
ンジオテンシノーゲンは主に肝臓で合成されるの
ですが、腎臓でも発現していて、アンジオテンシン
変換酵素やアンジオテンシンIIのAT1Rも腎臓
の中でたくさん発現しているのが分かり、RA系
が腎臓の中だけでも独立して制御されていること
が分かりました。これが高血圧や腎炎、腎障害に
も関連していて、RA系の阻害薬は血圧を下げ
るだけでなく、腎保護作用もあり、慢性腎臓病な
どにも広く用いられています。

腎臓の組織を模式図にしたもの。糸球体が生成
した尿の中に流出したアンジオテンシノーゲンの
量が腎臓のRA系の活性を反映しているため、ア
ンジオテンシノーゲンを調べれば腎病態がどれく
らい強く起こっているかを推測できるそう。これは
大人も子どもも関係なく分かるそうですが、漆原
先生は小児の研究として行っており、詳細は「小
児腎臓疾患とレニン・アンジオテンシン系：その
解明と治療への応用」として『日本小児腎臓病
学会雑誌J-STAGE（早期公開2021年3月9
日）』に掲載されています。

研究室の岡本尚美さん（右から2番目）や医学
科3年の布目和花さん（写真右）も研究をサポー
トしています。

漆原先生。
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僕
は
令
和
4
年
の
8
月
か
ら
10
か
月

間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
に
留

学
を
し
て
い
ま
す
。
僕
自
身
、
幼
い
頃

よ
り
海
外
か
ら
来
た
方
た
ち
と
交
流
す

る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
大
学
に

入
学
し
た
当
初
よ
り
徳
島
大
学
に
来
た

留
学
生
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
お
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
交
流
の
中
で
出

会
っ
た
留
学
生
の
一
人
が
ル
ン
ド
大
学

生
で
し
た
。
彼
か
ら
聞
く
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
つ
い
て
の
話
は
ど
れ
も
新
鮮
そ
の

も
の
で
、
い
つ
か
ル
ン
ド
大
学
に
留

学
し
自
分
の
目
で
彼
か
ら
聞
い
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
見
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
規
制
が
解
除
さ
れ
た
昨
年
、
た
く

さ
ん
の
人
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

留
学
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

ル
ン
ド
で
の
暮
ら
し

ル
ン
ド
と
い
う
町
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
南
に
位
置
し
て
お
り
、
住
民
の
多
く

が
学
生
や
研
究
者
で
学
園
都
市
と
し
て

有
名
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
南
と
は

い
え
、
緯
度
は
北
海
道
と
ほ
ぼ
同
じ
な

の
で
夏
は
涼
し
く
冬
は
毎
日
の
よ
う
に

零
度
を
下
回
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
冬

は
分
厚
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ブ
ー
ツ
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
園
都
市
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

大
学
機
関
が
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
勉

強
し
て
い
ま
す
。
設
備
・
環
境
と
も
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
勉
強
を
取
り
組
む

と
い
う
点
に
お
い
て
理
想
的
な
場
所
だ

と
言
え
ま
す
。

ル
ン
ド
大
学
で
の
授
業
は
、
日
本
の

大
学
の
授
業
様
式
と
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
日
本
の
大
学
は
、
基
本
的
に
先

生
の
講
義
を
聞
い
て
習
っ
た
こ
と
を
テ

ス
ト
で
答
え
る
と
い
う
形
式
で
す
が
、

ル
ン
ド
大
学
の
授
業
で
は
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
多

く
設
け
ら
れ
、
自
身
の
意
見
を
発
表
す

る
こ
と
や
グ
ル
ー
プ
内
で
協
力
し
課
題

を
解
決
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
僕

も
授
業
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
な
か
な
か

積
極
的
に
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

私
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学
生
で

ツ
ェ
レ
ン
ソ
ノ
ム
・
ム
ン
フ
ツ
ェ
ツ
ェ

グ
と
申
し
ま
す
。
令
和
2
年
の
10
月
に

徳
島
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課

程
に
入
学
し
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
高

リ
ス
ク
患
者
に
お
け
る
大
動
脈
弁
の
石

灰
化
と
血
清
リ
ポ
蛋
白
と
の
関
連
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
大
学
の
学
生

だ
っ
た
と
き
、
応
急
処
置
の
サ
ー
ク
ル

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
年
に
2
回
ほ

ど
、
日
本
の
東
京
有
明
医
療
大
学
保
健

医
療
学
部
の
先
生
方
が
来
ら
れ
、
サ
ー

ク
ル
の
学
生
を
対
象
に
「
柔
道
整
復
」

と
呼
ば
れ
る
手
技
療
法
に
つ
い
て
の
指

導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
指

導
を
通
し
て
、
身
の
回
り
に
あ
る
道
具

で
も
工
夫
次
第
で
治
療
に
役
立
て
ら
れ

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
人
体
の
構
造
を

し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
冷
静
に
行

貴
重
な
学
び
、経
験

ル
ン
ド
に
は
世
界
各
国
か
ら
来
た
留

学
生
や
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

も
っ
た
方
が
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
大

学
の
外
で
も
日
々
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
普
段
の
何
気

な
い
友
達
と
の
会
話
で
あ
っ
て
も
彼
ら

の
国
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
自
分
自
身
が
日
本
の
こ
と
を
紹
介
す

る
こ
と
で
客
観
的
に
日
本
を
見
つ
め
な

お
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
年
上
の
学
生
の
方
と
話
し
彼
ら
の

歩
ん
で
き
た
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
聞
く

こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
進
路
に
お

け
る
選
択
肢
の
幅
が
広
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
は
、
日
本
で
は

簡
単
に
経
験
で
き
な
い
こ
と
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
学
び
や
経
験
を
こ
の
ル
ン

ド
で
得
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

僕
は
、
こ
の
留
学
と
い
う
機
会
を
通

し
て
様
々
な
経
験
を
得
ま
し
た
。
こ
の

文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ん
に
も
留
学
に
限
ら
ず
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
挑
戦

し
乗
り
越
え
た
先
に
は
素
晴
ら
し
い
景

色
が
待
っ
て
い
る
か
ら
。

動
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
い
っ
た
、
医

師
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
言

語
の
壁
が
あ
る
中
で
も
親
身
に
な
っ
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
理
想
的
な
医
師
と
し

て
の
姿
に
強
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
こ
の
先
生
方
の
よ
う
に
な

り
た
い
と
い
う
憧
れ
の
気
持
ち
が
強
く

な
り
、
日
本
の
大
学
へ
の
留
学
を
決
意

し
ま
し
た
。 

徳
島
大
学
大
学
院
に
入
学
し
た
と
き

は
日
本
語
が
全
く
理
解
で
き
ず
、
は
じ

め
て
の
外
国
で
の
生
活
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
不

安
で
し
た
。
し
か
し
、
周
り
の
親
切
な

方
々
の
支
え
や
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境

の
お
か
げ
で
、
研
究
活
動
に
集
中
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
日

本
語
の
授
業
に
参
加
し
意
識
的
に
日
本

人
と
関
わ
る
機
会
を
増
や
し
た
こ
と

で
、
徐
々
に
日
本
の
方
と
も
打
ち
解
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
文
化
で

あ
る
阿
波
踊
り
を
は
じ
め
、
地
形
を
活

か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
全
国
的
に

有
名
な
渦
潮
な
ど
、
徳
島
は
こ
こ
に
し

か
な
い
魅
力
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
蔵

本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
眉
山
に
隣
接
し
て
お

り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
た
め
、
気
分
転

換
の
た
め
に
登
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
が
、
頂
上
か
ら
眺
め
る
景
色
は
と
て

も
美
し
く
、
日
頃
の
疲
れ
や
悩
み
を
癒

し
て
く
れ
ま
す
。
徳
島
で
知
り
合
っ
た

友
人
と
そ
う
い
っ
た
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
私
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
り

ま
し
た
。

私
が
所
属
す
る
循
環
器
内
科
学
分

野
は
研
究
活
動
が
と
て
も
活
発
に
行
わ

れ
て
お
り
、
精
力
的
に
学
会
発
表
な
ど

も
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
著
名
な
研
究

者
を
前
に
自
分
の
研
究
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
で
、
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る一
方
、
自
分
の
意
見
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
で一
層

勉
強
し
て
研
究
を
工
夫
し
て
み
よ
う
と

い
う
原
動
力
が
生
ま
れ
ま
す
し
、
自
分

の
成
長
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の

方
々
と
触
れ
る
た
び
に
、
日
本
人
の
心

の
暖
か
さ
や
豊
か
な
感
性
な
ど
見
倣
う

べ
き
人
間
性
に
気
づ
か
さ
れ
、
今
で
は

私
自
身
も
日
本
で
医
師
と
し
て
働
く
こ

と
が
目
標
に
な
り
ま
し
た
。
熱
心
に
指

導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
も
、
残
り
の
学
生
生
活
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

とくtalk留学体験記
総合科学部 社会総合科学科 4年 

堀 正人 （ほり まさと）

周囲の人たちとの繋がりが
私の学生生活を支えています
大学院医学研究科 医学専攻 3年　　

Tserensonom Munkhtsetseg 
（ツェレンソノム・ムンフツェツェグ）［モンゴル］

My Life in Tokushima

研究室にて

日頃の疲れや悩みを癒やしてくれる眉山からの眺め

所属するバレー部での集合写真 ルームメイトと買い物中 隣町の夜景
AHA Scientific Session 
2022 (初めての海外学術学会 )

阿波踊りに参加したモンゴル人留学生の友人達

隣町（マルメ）にあるサウナ施設

授業で仲良くなっ
た友人
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法

上
5
類
に
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
行
わ
れ
て
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
こ
の
4
月
か
ら
原
則
対

面
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
3
年
間

閑
散
と
し
て
い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
人
が

あ
ふ
れ
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
昼

休
み
の
学
食
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

春
の
陽
射
し
が
降
り
そ
そ
ぐ
屋
外
の
ベ

ン
チ
で
ラ
ン
チ
の
人
も
あ
り
、
休
み
時

間
は
階
段
が
渋
滞
、
講
義
室
は
満
席
で

す
。
長
い
間
、
人
と
会
う
こ
と
を
制
限

さ
れ
て
き
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
毎
日

大
学
で
友
達
や
先
生
に
会
え
る
こ
と
、

対
面
授
業
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ

私
は
、
平
成
13
年
に
薬
学
部
を
卒
業

し
、
現
在
は
鹿
児
島
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
専
門

分
野
は
有
機
合
成
化
学
・
医
薬
化
学
で
、

創
薬
に
役
立
つ
新
反
応
や
環
境
に
や
さ

し
い
分
子
変
換
法
の
開
発
、
生
物
活
性

有
用
分
子
の
合
成
研
究
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
化
学
が
好
き
と
い
う
単

純
な
理
由
で
薬
学
部
を
受
験
し
、
勉
学

は
ほ
ど
ほ
ど
に
サ
ー
ク
ル
や
ア
ル
バ
イ

ト
活
動
な
ど
平
々
凡
々
な
学
生
時
代
を

過
ご
し
て
い
た
私
は
、
学
部
４
年
生

の
時
、
宍
戸
宏
造
教
授
（
現
・
徳
島
大

学
名
誉
教
授
）・
新
藤
充
助
教
授
（
現
・

九
州
大
学
教
授
）
の
研
究
室
（
現
・
難

し
い
新
年
度
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
急
な
状
況
の
変
化
に

戸
惑
い
、
苦
し
く
感
じ
て
い
る
人
も
い

る
の
で
す
。
皆
さ
ん
は
「
社
交
不
安
症

（
社
交
不
安
障
害
）」
と
い
う
精
神
疾
患

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

社
交
不
安
症
は
、
人
前
で
注
目
さ
れ

た
り
人
前
で
恥
を
か
い
た
り
す
る
こ
と

に
対
し
て
強
い
不
安
や
緊
張
、
恐
怖
を

感
じ
る
疾
患
で
す
。
不
安
と
と
も
に
動

悸
、
手
の
震
え
、
発
汗
、
息
苦
し
さ
、

腹
痛
、
嘔
気
、
嘔
吐
、
尿
意
な
ど
体
の

変
化
が
生
じ
て
そ
の
場
に
い
る
こ
と
が

波
康
祐
教
授
研
究
室
）
に
配
属
と
な
り
、

有
機
合
成
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
私
は
新
藤
先
生
の
指
導
の
も
と
炭

素
反
応
剤
イ
ノ
ラ
ー
ト
を
用
い
た
反
応

開
発
の
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
研

究
室
に
は
充
実
し
た
設
備
や
頼
り
に
な

る
先
輩
・
後
輩
な
ど
「
研
究
」
す
る
最

高
の
環
境
が
あ
り
、
実
験
デ
ー
タ
も
さ

く
さ
く
出
る
の
で
実
験
が
楽
し
く
、
昼

夜
を
問
わ
ず
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
毎
日

が
今
で
は
思
い
出
で
す
。

博
士
後
期
課
程
修
了
後
は
、
米
国

シ
カ
ゴ
大
学
に
留
学
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
約
2
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
帰

国
後
は
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
、
九
州
大
学
先
導
物
質
化
学
研
究

所
、
徳
島
文
理
大
学
薬
学
部
と
大
学
を

異
動
し
な
が
ら
も
有
機
合
成
化
学
に
軸

足
を
お
い
た
教
育
研
究
を
続
け
、
令
和

4
年
に
鹿
児
島
大
学
の
教
授
に
着
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
6
年
制
薬
学
教
育

に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
こ

の
異
動
は
大
き
な
決
断
で
し
た
。
現
在
、

工
学
部
化
学
生
命
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

所
属
す
る
学
生
の
有
機
化
学
教
育
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
化
学
を
基
盤
に
物
理

学
や
生
物
学
な
ど
幅
広
い
知
識
の
修
得

を
目
的
と
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
薬
学

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う

し
た
状
況
を
避
け
る
た
め
、
学
校
や
仕

事
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
社
会

生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま
す
。
社

交
不
安
症
の
人
が
不
安
を
感
じ
る
具
体

的
な
場
面
と
し
て
は
、
初
対
面
の
人
に

会
う
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
活
動
に
参

加
す
る
、
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
人
た

ち
と
話
し
合
い
を
す
る
、
人
に
見
ら
れ

な
が
ら
勉
強
す
る
、
他
の
人
が
着
席
し

て
待
っ
て
い
る
部
屋
に
入
っ
て
ゆ
く
、

仲
間
の
前
で
報
告
を
す
る
な
ど
、
大
学

生
活
の
中
で
よ
く
出
会
う
場
面
が
含
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
社
交
不
安
症
に
は
社

交
的
場
面
全
般
に
不
安
を
感
じ
る
タ
イ

プ
と
特
定
の
状
況
に
強
い
不
安
を
感
じ

る
タ
イ
プ
、
例
え
ば
人
前
で
食
事
を
す

る
こ
と
に
恐
怖
を
感
じ
る
「
会
食
恐

怖
」、
人
前
で
嘔
吐
す
る
こ
と
を
恐
れ

る
「
嘔
吐
恐
怖
」、
会
議
に
参
加
で
き

な
い
「
会
議
恐
怖
」、
異
性
の
前
で
緊

張
が
強
く
な
る
「
異
性
恐
怖
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
誰
で
も
人
前
で
発
言
し

た
り
人
か
ら
注
目
さ
れ
る
場
面
で
は
恥

ず
か
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
生
じ
ま
す

が
、
社
交
不
安
症
の
人
が
感
じ
る
不
安

や
恐
怖
は
顕
著
で
持
続
的
で
決
し
て
容

分
野
と
比
較
的
親
和
性
が
高
く
、
創

薬
に
関
心
の
あ
る
学
生
も
多
い
よ
う
で

す
。
研
究
室
は
ゼ
ロ
か
ら
の
立
ち
上
げ

だ
っ
た
た
め
、
物
品
の
搬
入
か
ら
機
器

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ま
で
孤
軍
奮
闘
し
な
が

ら
少
し
ず
つ
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
振
り
返
る
と
、「
研
究
」

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
面
白
く
な
り
、
今

に
至
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
在
学
当

時
、
ま
さ
か
本
土
最
南
端
の
地
で
あ
る

鹿
児
島
県
に
移
住
す
る
と
は
全
く
想
像

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
失
敗
を
恐

れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
ど
ん
な
仕
事
に
お
い

て
も
大
事
で
す
。
私
自
身
は
、
研
究
に

直
向
き
に
熱
中
で
き
た
経
験
か
ら
、
困

難
に
直
面
し
た
際
の
粘
り
強
く
取
り
組

む
姿
勢
や
積
極
的
に
挑
戦
す
る
大
切
さ

な
ど
多
く
の
こ
と
が
学
べ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
は
研
究
室
を
主
宰
す
る
責

任
の
重
大
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、こ
れ
か
ら
も「
面

白
い
研
究
」
が
で
き
る
よ
う
に
学
生
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
学
生
時
代
に
何
か

熱
中
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
積
極
的

に
取
り
組
む
な
ど
、
有
意
義
な
学
生
生

活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

易
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
社
交
不
安
症
は
古
く
か

ら
本
邦
に
特
有
と
さ
れ
た「
対
人
恐
怖
」

と
重
な
る
病
態
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
人
前
で
目
立
た
な
い
よ
う
控

え
め
に
し
て
い
る
こ
と
を
美
徳
と
す
る

た
め
、
人
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
恐

怖
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
病
態

は
海
外
に
も
存
在
し
、
現
在
で
は
社
交

不
安
症
と
し
て
世
界
中
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

か
つ
て
は
「
あ
が
り
症
」「
恥
ず
か

し
が
り
」
の
よ
う
な
性
格
の
問
題
で
医

療
の
対
象
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
多
く
の

人
が
大
き
な
悩
み
を
抱
え
て
社
会
生
活

上
の
損
失
を
被
っ
て
い
ま
し
た
が
、
き

ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
で
改
善
す
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
選
択

的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り
込
み
阻
害
剤

（
S
S
R
I
）
と
い
う
薬
物
を
適
切
に
使

用
し
、
認
知
行
動
療
法
と
い
う
精
神
療

法
を
併
用
す
る
こ
と
で
多
く
の
患
者
さ

ん
に
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
症
状
の
あ
る
人
は
精
神
科
医
に
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

松本 健司さん  （まつもと けんじ）

①職   業 ： 鹿児島大学大学院理工学研究科
　　　      工学専攻 教授
②出身地 ： 広島県
③略   歴 ： 平成13年 薬学部製薬化学科卒
               平成18年 大学院薬学研究科博士後期課程修了

人前でなにかするのが
怖い キャンパスライフ健康支援センター アクセシビリティ支援部門 教授

住谷さつき （すみたに さつき）

異動前に開催していただいた送別会（徳島文理大学薬学部） 研究室配属一期生（鹿児島大学工学部）
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サークル紹介

年間の活動
  5月　四国大学サッカーリーグ
  6月　四国大学新人戦
10月　四国大学サッカーリーグ
11月　四国大学新人戦

年間の活動
  4月　新歓ホステリング
  5月　キャンピング、お誕生日会
  6月　ホステリング
  9月　夏旅
10月　1年生の旅、秋合宿
  1月　追い出しスポーツ大会、1月行事
  3月　春旅

年間の活動
  5月　バーベキュー、五月祭　
  8月　中四国ジャズフェスティバル
  9月　合宿
10月　常三島祭
12月　定期演奏会
  3月　中四国ビッグバンド祭り、追いコン

年間の活動
  4月　新歓ライブ
  5月　五月祭ライブ
  7月　七夕ライブ
  8月　夏合宿・夏ライブ
10月　学祭ライブ
12月　定期演奏会
  3月　1年生ライブ

部活
■ 火曜・水曜 19：00～21：00、土曜・日曜 9：00～11：00
■ 場所： 総合グランド
■ Twitter： @tokudaisoccer
  Instagram： t.u.soccer
■ 入部方法： 練習見学

部活
■ 月曜・金曜 18:15～19:45、木曜 18:30～20:00
■ 場所： 部室、市の体育館等
■ Twitter： @tokushima_u_yhc
   Instagram： tokushimauniv.yhc
■ 入部方法： 記載のアドレスへ問い合わせを。jyon0224.onepice@icloud.com

部活
■ 火曜・水曜・木曜18:00～20:00、土曜・日曜17:00～19:00　
  （水、木はパート別練習、日はコンボ形式での練習）
■ 場所： 常三島音楽練習室2階 （今は使えないので、常三島体育館2階多目的室）、
           学生会館
■ Twitter： @13Orph_Jz_Orch
  Instagram： 13orph_jz_orch
■ 入部方法： 練習見学

部活
■ 水曜・金曜 18:00～21:00
■ 場所： 常三島体育館2階 多目的室
■ Twitter： @tksm_guitar
  Instagram： tksm_guitar
■ 入部方法： 練習見学（Twitter、InstagramのDMで連絡を）

部長アピール

部長 南川 優人（みなみがわ ゆうと）

       理工学部 理工学科 3年

部員数は4年10人、3年14人・マネ3人、2年13
人・マネ2人、1年13人・マネ5人で活動していま
す! 部活の雰囲気は明るく、また先輩や同級生
が共に仲が良く、常にどこかしらで笑いが起こっ
ているような明るく面白い部活です。サッカー部は
オフが比較的多く、勉強と部活の両立を目指して
活動しています! 徳島大学サッカー部ではプレー
ヤー・マネージャー共に募集しております。総合グ
ラウンドに是非遊びに来てください!

部長アピール

部長 谷口 翔大（たにぐち しょうた）

       理工学部 理工学科 3年

旅行に興味はありますか？ 僕たちユースホステル部は旅行が好きな人たちの集まりです。
一泊二日のような短い旅もあれば一週間以上かけて行う旅もあります。海外に行くことはで
きませんが、沖縄から北海道まで日本各地を旅行することができます。社会人になってから
ではできない長期間の旅や、まだ見たことのない日本を一緒に旅行しませんか？

部長アピール

部長 玉城 秀太（たましろ しゅうた）

       理工学部 理工学科 3年

初心者、経験者大歓迎。のびのび活動してます。
大人数で演奏するビッグバンドから少人数でアドリ
ブを中心とするコンボまでさまざまな形で音楽を作
り上げていきます。仲間と共に演奏する楽しさ、い
い演奏ができた時の達成感などを味わえます。音
楽だけじゃなくバーベキューなどの大学生らしいイ
ベントも盛りだくさん。「大学でジャズしています」な
んてかっこよくないですか？ 見学からでも是非お越
しください!! 

部長アピール

部長 坂田 翔（さかた しょう）

       理工学部 理工学科 3年

部員65名の面白いメンバー達をまとめています!
練習はJ-POPなどの曲をアンサンブルで演奏し
たり、個人で弾き語りやインストロメンタルの曲を
演奏したりします! 定期的にライブもあるのでやり
がいがとてもあります! 部員の9割近くが大学か
らギターを始めた初心者で、ギターも貸し出しして
いるので、誰でも大歓迎です!

サッカー部ユースホステル部

フルバンド部ギターアンサンブル部

Instgram

Instgram

Instgram

Instgram

Twitter

Twitter

Twitter

Twitter
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2022年度 徳島大学卒業（修了）生の
就職状況・各種国家試験合格状況

学部卒業者 進学・就職状況

学部卒業者の全国就職率 

97.3%
（うち国公立大学 97.4%）
（2023年4月1日現在 / 5月26日 文部科学省・厚生労働省発表）

2022年度徳島大学学部
卒業生の就職率は

98.6%

卒業者数
進学者数
その他
就職希望者数
就職者数
就職率

総合科学部
医学部 歯学部 薬学部

医学科 医科栄養学科 保健学科 歯学科 薬学科口腔保健学科 創製薬科学科

174
19
8

147
145

98.6%

115
0
0

115
115

100%

51
21

0
30
29

96.7%

128
23

6
99
97

98.0%

35
0

10
25
25

100%

15
2
0

13
13

100%

39
0
1

38
38

100%

38
37

1
0
0
－

各種国家試験等の合格状況 

※現役のみ

大学院修士（博士前期）課程修了者進学・就職状況

大学院博士（博士後期）課程修了者進学・就職状況

国家公務員合格者数 / 地方公務員正規就職者数
※国公立病院（医療職）、保健師、公立学校教員を除く。

教員免許取得者数

合格者数（合格率） 合格者数

取得者数（延べ人数）

医師国家試験
歯科医師国家試験
管理栄養士国家試験
看護師国家試験
診療放射線技師国家試験
臨床検査技師国家試験
保健師国家試験
薬剤師国家試験
歯科衛生士国家試験
社会福祉士国家試験
助産師免許国家試験

修了者数
進学者数
その他
就職希望者数
就職者数
就職率

修了者数
進学者数
その他
就職希望者数
就職者数
就職率

国家公務員総合職
国家公務員一般職
国税専門官ほか
地方公務員

  2 （理工学部1、薬学部1）
11 （総合科学部9、理工学部2）
12 （総合科学部6、理工学部4、生物資源産業学部1、薬学部1）
87 （総合科学部28、医学部11、歯学部2、薬学部11、理工学部27、生物資源産業学部8）

31 （総合科学部11、理工学部20）
47 （総合科学部15、理工学部32）
22 （医学部）

中学校教諭 
高等学校教諭 
養護教諭 

115（100％）
  25（71.4％）
  49（98.0％）
  74（100％）
  32（88.9％）
  14（100％）
  27（100％）
  38（97.4％）
  14（93.3％）
  13（100％）
    4（100％）

総合科学教育部（※2） 医学研究科

医学研究科 医科栄養学研究科 保健科学研究科 口腔科学研究科 薬学研究科創成科学研究科

医科栄養学研究科 保健科学研究科 口腔科学研究科 薬学研究科 先端技術科学教育部（※2）

7
2
1
4
3

75.0%

33
3
0

30
29

96.7%

26
2
3

21
21

100%

3
0
1
2
2

100%

33
3

15
15
15

100%

357
6

15
336
335

99.7%

1
0
1
0
0
－

41
0

36
5
5

100%

8
0
2
6
6

100%

2
0
2
0
0
－

10
0
6
4
4

100%

11
0
7
4
4

100%

19
0
8

11
8

72.7%

（※1）平成28年学生募集停止

（※2）令和4年学生募集停止

生物資源
産業学部

101
61

2
38
37

97.4%

学部卒業生産業別就職先
（医歯薬以外の学部）

主な就職先

主な就職先 主な就職先

●カネテツデリカフーズ ●こころとからだ横浜クリニック ●四国ガス ●バンダイナムコ
エンターテイメント ●富士通コンポーネント ●ベネッセスタイルケア ●阿波銀行 ●伊
予銀行 ●愛媛銀行 ●徳島県公立学校教員 ●厚生労働省 ●国税庁 ●国土交通
省 ●財務省 ●徳島地方裁判所 ●徳島県庁 ●愛媛県庁 ●兵庫県庁 ●香川県学
校事務 ●徳島市役所 ●東京特別区 ●徳島県警察  ほか

●本田技研工業 ●三菱自動車エンジニアリング ●川崎重工業 ●三菱重工業
●AGC ●大塚テクノ ●オプテージ ●島津メディカルシステムズ ●ソニーセミコ
ンダクタソリューションズ ●東芝 ●日亜化学工業 ●日本郵船 ●三浦工業 ●三
菱電機ソフトウェア ●明電舎 ●ユニ・チャーム ●国土交通省 ●徳島県庁 ●大
阪府庁 ●岡山県庁 ●兵庫県庁 ●徳島県警察  ほか

●大塚製薬 ●大鵬薬品工業 ●長生堂製薬 ●久光製薬 ●マルホ ●カゴメ ●カル
ビー ●ニチレイロジクループ ●日本食研ホールディングス ●丸大食品 ●三井製糖
●アルビオン ●グンゼ ●神戸天然物化学 ●日亜化学工業 ●大阪ガス ●徳島県庁
●高松市役所 ●広島市役所　ほか

理工学部
昼間コース 夜間主コース

529
320

10
199
197

99.0%

40
17
1

22
20

90.9%

昼間コース 夜間主コース

工学部（※1）

5
0
2
3
3

100%

1
0
0
1
1

100%

教員を目指す学生の皆さんへ

教員採用試験対策情 報
  8月   教員採用試験に向けての模擬授業対策講座
　　   教員採用試験に向けての個人面接対策講座
11月   教員採用試験 先輩の体験談

【主催】　教職教育センター、キャリア支援室
教員採用試験を控えた3年生はもちろん、教員を目指している1・2年生もぜひ参加してください!

総合
科学部

理工学部
生物資源
産業学部

建設 1.4%

製造
11.7%

電気・ガス・熱供給・
水道 0.7%

情報通信
10.3%

運輸、郵便 2.8%
卸売、小売
9.6%

金融、保険 6.9%

不動産、物品賃貸 2.0%

学術研究、専門・技術サービス 
6.2%

学術研究、
専門・技術サービス 
14.7%

学術研究、
専門・技術サービス 
5.4%

宿泊・飲食サービス 0.7%

生活関連サービス 2.8%

教育、
学習支援
13.1%

医療、福祉 4.8%

サービス 2.8%
複合サービス 1.4%

公務
22.8%

建設
11.5%

製造
33.2%

電気・ガス・熱供給・水道 0.5% 電気・ガス・熱供給・水道 2.7%
情報通信 13.4% 情報通信 5.4%

運輸業・郵便業 2.7%
卸売、小売 5.4%卸売、小売 1.4%

運輸、郵便 0.9%
金融、保険 0.9%

不動産、物品賃貸 
2.3%

宿泊・飲食サービス 
0.4%

生活関連サービス 
0.9%

サービス 0.5%

教育、学習支援業 
4.6%

教育、学習支援業 
2.7%

公務
14.3% 公務

16.2%

その他 0.5% その他 5.4% 農業 2.7%
建設業 2.7%

製造
46%

宿泊・飲食サービス 
2.7%

 （令和5年5月現在）
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彰
す
る
も
の
で
、
学
生
の
勉
学
意
欲
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
養
教
育
賞
受
賞
者
に
は
、
受
講
学

生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
56
名

の
教
員
が
、
教
養
教
育
賞
特
別
表
彰
者

に
は
4
名
の
教
員
が
、
教
養
教
育
優
秀

学
生
賞
受
賞
者
に
は
、
教
養
教
育
科
目

の
成
績
優
秀
者
20
名
の
学
生
が
選
出
さ

れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

て
、
本
年
8
月
22
日
よ
り
実
施
さ
れ
る

Study A
broad First Step Program

 

in M
alaysia

を
始
め
、
本
学
と
マ
レ
ー

シ
ア
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学
の
学
生
、
研

究
者
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発
化
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
の
任
命
式
を

実
施
し
ま
し
た

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
は
、
学
生
目
線

で
徳
島
大
学
に
関
す
る
様
々
な
発
信
を

強
化
す
る
た
め
令
和
4
年
10
月
に
制
度

化
し
、
今
年
度
は
留
学
生
を
含
む
5
名

の
応
募
を
得
て
、
こ
の
ほ
ど
任
命
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

任
命
式
で
は
、
田
村
耕
一
理
事
・
副

学
長
よ
り
「
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
中
身
の
濃
い
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
発
信
を
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
全
員

に
委
嘱
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

田
村
理
事
・
副
学
長
と
学
生
広
報
ス

タ
ッ
フ
と
の
懇
談
を
実
施
し
、
学
生
た

ち
は
、
活
動
の
目
標
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
企
画
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま

し
た
。

今
後
、
大
学
公
式
S
N
S
（
主
に

T
w
itter

）
を
中
心
に
、
記
事
の
作
成
や

写
真
・
動
画
の
撮
影
な
ど
を
行
う
予
定

で
す
。
ぜ
ひ
、
大
学
公
式
S
N
S
を

フ
ォ
ロ
ー
い
た
だ
き
、
彼
ら
の
活
躍
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

工
学
部
創
立
1
0
0
周
年

記
念
講
演
会・記
念
式
典・記
念
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
し
た

令
和
5
年
5
月
14
日
、
J
R
ホ
テ

ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
て
「
徳
島
大

学
工
学
部
創
立
1
0
0
周
年
記
念
講
演

会
・
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
」
を
開

催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
約
1
9
0

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
、
工
学
部
の
卒
業

生
で
あ
る
カ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長 

染
井
潤
一
氏
、
徳
島
大

学
ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研

究
所
最
高
研
究
責
任
者 

安
井
武
史
教

授
か
ら
講
演
い
た
だ
き
、
記
念
式
典
で

は
、
徳
島
大
学
合
唱
団
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

イ
ス
の
合
唱
の
後
、
文
部
科
学
省
高

だ
け
で
な
く
、
振
幅
・
位
相
の
高
度
変

復
調
に
よ
る
超
高
速
・
大
容
量
化
や
、

光
通
信
と
の
高
い
親
和
性
を
有
す
る
次

世
代
通
信
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

心
不
全
患
者
の
予
後
予
測
を

可
能
に
す
る
胸
部
単
純
X
線
画
像
を

用
い
た
人
工
知
能（
A
I
）を
開
発
し

ま
し
た

〜
医
療
資
源
が
不
足
す
る
地
域
で
の
応
用
に
期
待
〜

徳
島
大
学
循
環
器
内
科
の
楠
瀬
賢
也

講
師
と
佐
田
政
隆
教
授
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
帝
京
大
学
大
学
院
医
療
技

術
学
研
究
科
診
療
放
射
線
学
専
攻
の
古

徳
純
一
教
授
ら
と
の
共
同
研
究
に
お
い

て
、
胸
部
単
純
X
線
画
像
か
ら
心
不

全
確
率
を
算
出
し
、
専
門
医
以
上
の
精

度
で
病
態
お
よ
び
予
後
を
推
定
す
る
こ

と
が
可
能
な
人
工
知
能
（
A
I
）
を
開

発
し
ま
し
た
。
胸
部
X
線
画
像
は
健

診
等
で
広
く
用
い
ら
れ
、
ど
の
地
域
で

も
撮
像
可
能
な
医
療
画
像
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
へ
き
地
医
療
や
離
島
地
域
な
ど

専
門
医
師
が
不
在
と
な
る
な
ど
医
療
資

源
の
十
分
で
な
い
地
域
で
の
応
用
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

協
定
を
締
結
し
、
そ
の
後
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
ま
た

平
成
26
年
に
国
立
台
湾
科
技
大
学
に
徳

島
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

両
大
学
は
活
発
に
学
生
交
流
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
で
は
、
理
工
学
部
と
国

立
台
湾
科
技
大
学
のJoint R

esearch 

Projects

の
継
続
・
発
展
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
両
大
学
の
結
束
を
よ
り
強
固

に
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
敬
訪
問
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
本
学
と
国
立
台
湾
科
技
大
学
と
の

学
生
、
研
究
者
の
交
流
が
さ
ら
に
活
発

化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学

表
敬
訪
問

平
成
25
年
1
月
に
徳
島
大
学
工
学
部

と
マ
レ
ー
シ
ア
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学
は

部
局
間
交
流
協
定
を
締
結
し
、
同
年
10

月
に
は
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
26

年
9
月
に
は
両
大
学
の
交
流
を
よ
り
発

展
さ
せ
る
た
め
に
大
学
間
協
定
を
締
結

し
、
マ
レ
ー
シ
ア
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大

学
に
徳
島
大
学
│

U
T
e
M
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
T
M
A
C
）
が
設

置
さ
れ
、
学
生
の
受
入
及
び
派
遣
が
よ

り
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
訪
問
で
は
、M

assilia

学
長

【
世
界
初
】マ
イ
ク
ロ
光
コ
ム
を
用
い
た

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
通
信
に
成
功
し
ま
し
た

徳
島
大
学
ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト

ニ
ク
ス
研
究
所
の
時
実
（
と
き
ざ
ね
）
悠

講
師
・
久
世
直
也
准
教
授
・
岸
川
博
紀

准
教
授
・
安
井
武
史
教
授
ら
と
、
徳
島

大
学
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

の
岡
村
康
弘
元
助
教
（
令
和
5
年
3
月

退
職
）、
岐
阜
大
学
工
学
部
の
久
武
信

太
郎
教
授
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
情

報
通
信
研
究
機
構
（
N
I
C
T
エ
ヌ
ア

イ
シ
ー
テ
ィ
ー
）・
名
古
屋
工
業
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
の
菅
野
敦
史
教
授
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
マ
イ
ク
ロ
光
コ
ム
を
用
い
て
テ

ラ
ヘ
ル
ツ
波
を
発
生
さ
せ
、
無
線
通
信

に
応
用
し
ま
し
た
。
本
研
究
で
は
、
マ

イ
ク
ロ
光
コ
ム
の
光
周
波
数
モ
ー
ド
間

隔
が
次
世
代
通
信
と
等
し
い
特
徴
に
着

目
し
、
こ
れ
を
超
高
周
波
光
電
気
周

波
数
信
号
（
近
赤
外
光
）
と
し
て
光
╱

電
気
変
換
で
発
生
さ
せ
た
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
波
を
用
い
た
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
ま
し
た
。

本
手
法
に
よ
り
、
電
気
的
手
法
の
技

術
的
限
界
（
周
波
数
上
限
）
を
越
え
る

等
教
育
局
専
門
教
育
課
長 

塩
田
剛
志

氏
、
徳
島
県
知
事
（
当
時
） 飯
泉
嘉
門
氏
、

国
立
台
湾
科
技
大
学 Jia-Yush Yen

学

長
、
マ
レ
ー
シ
ア
マ
ラ
ッ
カ
技
術
大
学

T
s. D

r. M
assila K

am
alrudin 

学
長
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
記
念
祝
賀
会
で
は
、
岡
山

大
学
工
学
部
長 

難
波
徳
郎
氏
、
四
国

化
工
機
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

C
E
O 

植
田
滋
氏
、
株
式
会
社
日
立

製
作
所
取
締
役
会
長
代
表
執
行
役 

東

原
敏
昭
氏
、
徳
島
大
学
工
業
会
理
事
長 

林
宏
二
郎
氏
か
ら
来
賓
ス
ピ
ー
チ
を
い

た
だ
き
、
卒
業
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
上
映
や
徳
島
大
学
雷
連
の
阿

波
踊
り
等
を
披
露
し
、
各
会
と
も
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
ご
講
演
、
心
温
ま
る

ご
祝
辞
に
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
多

数
の
来
賓
の
皆
さ
ま
、
卒
業
生
の
皆
さ

ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
工
学
部
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

国
立
台
湾
科
技
大
学
と
マ
レ
ー
シ
ア
マ

ラ
ッ
カ
技
術
大
学
一
行
が
徳
島
大
学
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た

国
立
台
湾
科
技
大
学
表
敬
訪
問

平
成
23
年
9
月
に
徳
島
大
学
工
学
部

と
国
立
台
湾
科
技
大
学
は
部
局
間
交
流

令
和
5
年
春
の
生
存
者
叙
勲
を

受
章
さ
れ
ま
し
た

瑞
宝
双
光
章

髙
松
典
通   

元
病
院
診
療
支
援
部
長

                  

臨
床
検
査
業
務
功
労

髙
松 

典
通 

元
病
院
診
療
支
援
部
長

は
、
永
年
に
わ
た
り
一
貫
し
て
臨
床
検

査
業
務
、
臨
床
検
査
技
師
教
育
に
携
わ

り
、
そ
の
豊
富
な
経
験
及
び
知
識
を

も
っ
て
徳
島
大
学
病
院
の
管
理
運
営
の

み
な
ら
ず
、
徳
島
県
に
お
け
る
腎
臓
病

医
療
、
臨
床
検
査
技
師
の
職
能
向
上
に

大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
教
養
教
育
賞・教
養
教
育

賞
特
別
表
彰・教
養
教
育
優
秀
学
生
賞

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

教
養
教
育
賞
は
、
非
常
勤
講
師
を
含

む
教
養
教
育
科
目
の
授
業
を
担
当
す
る

教
員
を
対
象
に
、
優
れ
た
授
業
を
実
践

し
、
教
育
方
法
及
び
内
容
が
学
生
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
教
員
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教
養
教
育
の
質
的
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
教
養
教
育
賞
特
別
表
彰
は
、

教
養
教
育
賞
を
5
回
受
賞
し
た
教
員
に

対
し
て
、
そ
の
多
大
な
功
績
を
称
え
て
、

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

教
養
教
育
優
秀
学
生
賞
は
、
1
年
次

の
教
養
教
育
科
目
の
成
績
優
秀
者
を
表

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
徳
島
大
学
と
活
発

な
交
流
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
の
謝
意
及

び
、
今
後
も
両
大
学
が
連
携
し
、
学
生

交
流
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に
発

展
さ
せ
た
い
と
述
べ
ら
れ
、
河
村
学
長

か
ら
は
S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
、
特

に
防
災
・
環
境
分
野
に
お
い
て
両
大
学

の
交
流
を
深
め
、
両
大
学
の
コ
ア
と
な

る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
発
展
さ
せ
た

い
旨
をM

assilia

学
長
に
伝
え
ま
し
た
。

今
回
の
表
敬
訪
問
を
き
っ
か
け
と
し

受賞者一覧は
HPをご覧ください

Twitter

Face book

Instagram
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読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・ご
質
問
に

一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、と
くtalk

編
集
専
門
部
会
長
か
ら

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
の
言
葉

メールマガジン とくだい通信
教育・研究・社会貢献に関する情報や各種イベントのご案内など、様々な情報を月
1回お届けしています。ぜひ、配信登録をお願いいたします。配信先メールアドレス、
氏名、本学との関係（卒業生、保護者、所属）を明記し、koho@tokushima-u.
ac.jpへご連絡ください。どなたでもご登録いただけます。

Q
 来
年
度
で
卒
業
で
す
。
長
い
よ
う

で
過
ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
6

年
間
で
し
た
。
各
学
部
の
卒
業
生
特
集

を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

A
 ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
卒
業
生
の
進
路
や
そ
の
後
の
活
躍

な
ど
の
記
事
は
在
校
生
に
と
っ
て
有
益

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
4
年
12
月

か
ら
令
和
5
年
1
月
ま
で
の
期
間
に
頂

戴
し
た
と
くtalk

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

就
職
活
動
に
関
す
る
記
事
の
関
心
が
高

い
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
編
集
専
門
部
会
で
検
討
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
 子
供
が
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
る
の

で
、
サ
ー
ク
ル
の
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。
と
くtalk

と
て
も
楽

し
み
で
す
。

A
 と
くtalk

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
号

（
春
号
）
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
本
学
に
は
大
学
公
認
サ
ー

ク
ル
が
91
団
体
あ
り
（
う
ち
文
化
系
41
、

体
育
系
48
、
サ
ポ
ー
ト
系
2
）
、
学
生
の

約
3
割
が
い
ず
れ
か
の
サ
ー
ク
ル
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
と
くtalk

で
は
毎
号

2
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
サ
ー
ク
ル
紹
介
を

し
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
含

め
学
生
活
動
の
紹
介
記
事
の
割
合
を
増

や
す
こ
と
な
ど
を
今
後
編
集
専
門
部
会

で
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Q
 息
子
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
の

で
、
広
報
の
存
在
が
あ
り
が
た
い
で
す
。

A
 ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
編
集
専
門
部
会
と
し
ま
し
て
は
、

ご
家
族
の
み
な
さ
ま
へ
、
学
生
さ
ん
の

勉
学
・
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
状
況
、
各

教
員
の
研
究
内
容
、
本
学
の
様
々
な
取

り
組
み
状
況
等
を
多
面
的
に
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【長井長義博士の青石】
　蔵本キャンパスを歩いていると、薬学部
の入り口に周りと色が違う石を発見。この
石は、徳島出身で薬学の父といわれている
長井長義博士が、1866年11月長崎留学
へ行く際に踏んで行かれた青石だそう。　

日本における薬学の夜明けが、この石から
始まったといっても過言ではありません。
　薬学部はもちろん、徳大生の皆さん、ぜ
ひ長井博士が築いた土台をバネに、社会
へ大きく羽ばたいてください。
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